
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
等
、
こ

れ
ま
で
の
抜
群
の
功
績
に
よ
り
、

そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令

和
元
年
五
月
二
四
日
（
金
）
に
東

京
・
虎
ノ
門
の
日
本
消
防
会
館

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
、
代
表
者
に
叙
勲
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
受
章
者
の
方
々

は
皇
居
へ
参
入
、
拝
謁
し
た
後
、

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

瑞
宝
小
綬
章
 

三
五
名

旭
日
双
光
章
 

三
名

瑞
宝
双
光
章
 

一
〇
七
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
九
二
名

　
　
計
 

六
三
七
名

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

元
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
正
監
 

土
屋
　
素
志

元
明
石
市
消
防
局

　
消
防
正
監
 

東
森
　
茂
久

◎
瑞
宝
双
光
章

元
播
磨
町
消
防
団

　
団
　
　
長
 

加
納
　
利
治

元
上
月
町
消
防
団

　
団
　
　
長
 

䕃
山
　
裕
昭

◎
瑞
宝
単
光
章

元
神
戸
市
長
田
消
防
団

　
副
団
長
 

東
　
　
好
博

元
神
戸
市
兵
庫
消
防
団

　
団
　
　
長
 

髙
口
　
信
喜

元
姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
団
　
　
長
 

福
本
　
眞
次

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
副
団
長
 

藤
塚
　
昌
則

元
尼
崎
市
消
防
団

　
分
団
長
 

栗
山
　
　
茂

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
 

平
井
　
得
晴

元
伊
丹
市
消
防
団

　
分
団
長
 

古
結
　
信
雄

元
加
古
川
市
消
防
団

　
分
団
長
 

藤
池
　
　
滋

元
た
つ
の
市
消
防
団

　
副
団
長
 

室
井
　
政
則

元
西
脇
市
消
防
団

　
団
　
　
長
 

遠
藤
　
　
明

元
高
砂
市
消
防
団

　
団
　
　
長
 

石
原
　
和
彦

元
高
砂
市
消
防
団

　
副
団
長
 

濱
谷
　
一
繁

元
三
田
市
消
防
団

　
副
団
長
 

新
井
　
泰
夫

元
佐
用
町
消
防
団

　
副
団
長
 

阿
曽
　
義
則

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
垂
範
し
て
敢
然
と

立
ち
向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
の
発
展

令
和
元
年
春
の
叙
勲
が
五
月
二

一
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
兵
庫
県
で
は
、
元
消
防
吏

員
・
元
消
防
団
員
合
わ
せ
て
一
八

名
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

元神戸市消防局消防正監　土屋素志氏の代表謝辞

受章者の皆様

令
和
元
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）伝
達
式
が
挙
行

元
西
宮
市
　

　
消
防
司
令
長
 
服
部
　
員
己

元
神
戸
市

　
消
防
正
監
 

濵
田
　
　
諭

元
尼
崎
市
　

　
消
防
司
令
長
 
春
名
　
幸
夫

元
尼
崎
市
　

　
消
防
司
令
長
 
藤
戸
　
正
万

元
神
戸
市
　

　
消
防
正
監
 

藤
本
　
敏
己

元
西
宮
市
　

　
消
防
司
令
長
 
眞
武
　
繁
俊

元
加
古
川
市
　

　
消
防
監
 

松
尾
　
信
也

元
加
古
川
市

　
消
防
司
令
長
 
森
　
　
隆
一

◎
瑞
宝
単
光
章

元
丹
波
市

　
消
防
司
令
 

池
上
　
善
裕

元
芦
屋
市

　
消
防
司
令
 

上
田
　
　
保

元
三
木
市
　

　
消
防
司
令
 

久
保
　
　
仁

元
兵
庫
県
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

　
消
防
司
令
長
 
久
保
井
理
貴

元
高
砂
市
　

　
消
防
司
令
長
 
花
光
　
民
生

元
伊
丹
市
　

　
消
防
司
令
長
 
福
元
　
利
昭

元
小
野
市
　

　
消
防
司
令
 

藤
本
　
定
幸

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
西
宮
市

　
消
防
監
 

東
　
　
寿
徳

元
兵
庫
県
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

　
消
防
司
令
長
 
小
川
　
宏
昭

元
兵
庫
県
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

幸
島
　
幸
博

元
伊
丹
市

　
消
防
司
令
長
 
下
仲
　
義
昭

元
兵
庫
県
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

進
藤
耕
太
郎

元
兵
庫
県
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

芹
生
　
信
弘

元
兵
庫
県
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

西
山
　
修
一

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令

和
元
年
五
月
二
九
日
（
水
）
に
東

京
・
中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館

（
総
務
省
）
に
お
い
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
関
係
で
は
、
二
二
名
の

元
消
防
職
員
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

受章者の皆様

式典の様子

第
三
二
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

令
和
元
年
五
月
二
一
日
に
発
令

（1） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防

発 行 所
公益財団法人兵庫県消防協会
神戸市中央区下山手通4丁目16番3号

編集発行人　岸　谷　義　雄

題字　井　戸　知　事

第 681 号 令和元年7月15日

無
事
故
へ
の

構
え
一
分
の

隙
も
無
く



神戸市水上消防団長　渡邉真二氏
代表謝辞

式典の様子

消防功労　受賞者の方々（向かって右端が渡邉団長）

安全功労　受賞者の方々（向かって左端が東灘小学校区防災福祉コミュニティ　岸本会長）

令
和
元
年
七
月
一
二
日
（
金
）

午
前
一
〇
時
よ
り
、
ス
ク
ワ
ー
ル

麹
町
に
て
、
令
和
元
年
度
安
全
功

労
者
・
消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
式
が
林
﨑
消
防
庁
長
官
の
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
、
林
﨑
長
官
か
ら

式
辞
、
表
彰
状
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 令

和
元
年
度
　
安
全
功
労
者・消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
式

県
下
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

○
消
防
功
労

神
戸
市
水
上
消
防
団

　
団
　
　
長 

渡
邉
　
真
二

○
安
全
功
労

東
灘
小
学
校
区
防
災
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

元姫路市姫路東消防団長　大塚　秀祐氏

元洲本市消防団長　髙田　光雄氏

元高砂市消防団長　石原　和彦氏（中央）

相生市消防団長　釜地　英雄氏

令
和
元
年
五
月
二
八
日
の
定
時

評
議
員
会
を
も
っ
て
、
当
協
会
の

五
名
の
副
会
長
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

地
区
の
代
表
と
し
て
、
当
協
会

の
様
々
な
事
業
に
対
し
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

退
任
さ
れ
た
副
会
長
の
皆
さ
ま

に
は
、
岸
谷
会
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

元
尼
崎
市
消
防
団
長
島
田
幸
司
氏

を
は
じ
め
五
名
の
副
会
長
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
会
長
退
任
感
謝
状
贈
呈

（2）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 681 号 令和元年7月15日



生
市
消
防
団
の
釜
地
団
長
が
井
戸

知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
後
は
祝
賀
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
な
ご
や
か
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
消
防
関
係

前
神
戸
市
消
防
局
長

 

菅
原
　
隆
喜

前
尼
崎
市
消
防
局
長

 

河
本
　
博
志

前
明
石
市
消
防
局
長

 

山
本
　
　
徹

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団
長

 

河
口
　
　
清

加
古
川
市
消
防
団
長

 

田
中
　
康
弘

赤
穂
市
消
防
団
長

 

吉
田
　
清
光

相
生
市
消
防
団
長

 

釜
地
　
英
雄

わ
た
り
二
三
〇
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
消
防
功
労
で
は
消

防
関
係
者
七
名
が
受
賞
さ
れ
、
消

防
功
労
の
受
賞
者
を
代
表
し
、
相

令
和
元
年
五
月
二
九
日
（
水
）

一
四
時
か
ら
、
兵
庫
県
公
館
に
お

い
て
、
令
和
元
年
兵
庫
県
功
労
者

表
彰
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
、
二
二
の
功
労
分
野
に

令
和
元
年
六
月
二
八
日
（
金
）

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神

戸
に
お
い
て
令
和
元
年
度
兵
庫
県

ま
と
い
会
正
副
会
長
会
・
理
事

会
・
研
修
会
・
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
の
主
な
議
題
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
第
一
号
議
案

平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
及

び
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
　
兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
等
開
催

井戸知事　あいさつ

理事会　田中会長による挨拶

正副会長会の様子

研修会　赤松自治会長による講演 意見交換会　早金防災監による挨拶

相
生
市
消
防
団  

釜
地
団
長
が
代
表
受
領

○
第
二
号
議
案

役
員
の
異
動
に
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び

歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

研
修
会
で
は
、
兵
庫
県
上
郡
町

赤
松
地
区
連
合
自
治
会
長
　
古
正

好
晴
会
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
赤

松
地
区
連
合
自
主
防
災
組
織
の
取

り
組
み
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（3） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防

令
和
元
年 

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
挙
行
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熱中症予防のために

厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/index.html

消防庁ホームページ
https://www.fdma.go.jp/

「熱中症」とは、高温多湿な環
境に長くいることで、徐々に体内
の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温調節機能がうまく働かなくな
り、体内に熱がこもった状態のこ
とを言います。症状としては、め
まい、吐き気、倦怠感などで、重
症になると意識障害を発生させる
など、命に関わる病気です。室外
だけでなく、室内においても環境
条件や体調によって熱中症になる

場合もありますので、注意が必要
です。
熱中症はこまめに水分を補給し
たり、暑さを避けたりするなど適
切な予防を行うことで避けること
ができます。

気温の高い日が続くこの季節、
既に報道等でも取り上げられてい
るところですが、熱中症予防が欠
かせません。厚生労働省において

予防啓発・注意喚起のリーフレッ
ト、消防庁においても映画とタイ
アップした予防啓発・注意喚起の
リーフレットが作成されましたの
で、ぜひ参考にしていただき、元
気に夏を乗り切りましょう。

消防庁
ポスター

消防庁
リーフレット

厚生労働省
作成

リーフレット

（4）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 681 号 令和元年7月15日



私
は
、
丹
波
市
職
員
と
し
て
、
く
ら
し

の
安
全
課
に
三
年
勤
務
し
、
丹
波
市
消
防

団
の
事
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
縁
も
あ
っ
て
か
、
昨
年
度
に
丹
波
市
消

防
団
に
入
団
し
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
二
年
目
の
今
年
度
か
ら
地
元
部
の
班

長
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
み
る

と
、
自
分
が
い
か
に
こ
れ
ま
で
消
防
団
の

こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か

痛
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
消
防
操
法
大
会
が
あ
り
、
各

団
員
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が
あ
り
忙

し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
中
、
大
会
に

向
け
夜
遅
く
ま
で
懸
命
に
練
習
に
取
り
組

む
姿
に
は
非
常
に
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

社
会
人
に
な
り
、
何
か
一
つ
の
こ
と
に
向

け
て
、
皆
で
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
機
会

と
い
う
の
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
消
防
団
員
と

し
て
の
活
動
は
貴
重
で
あ
り
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
最
近
で
は
、
火
災
だ
け
で

な
く
台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
も
増

え
、
他
府
県
で
は
大
規
模
な
自
然
災
害
も

起
き
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら
は
消
防
団

へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
地
域
防
災
の
要
と

し
て
、
積
極
的
に
消

火
活
動
や
防
災
活
動

に
取
り
組
み
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全

に
今
後
も
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。

～地域消防団に
　　　根差して～

丹波市消防団　春日支団
第一分団　第一部
河南　良次

われら
若手消防団員

新
日
本
消
防
会
館
建
設
に
対
し
、

下
記
の
と
お
り
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
七
月
八
日
に
そ
の

全
額
を
日
本
消
防
協
会
に
ご
寄
付

い
た
し
ま
し
た
。
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、
災
害
が
多
様
化
・
大
規

模
化
し
て
お
り
、
地
域
防
災
力
の

中
核
的
存
在
と
し
て
、
消
防
団
が

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
消
防
庁
で
は
、
消
防

団
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
一

四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
三
か
年
緊
急
対
策
」
と
し
て
、

国
庫
補
助
金
（
正
式
名
称
：
消
防

団
設
備
整
備
費
補
助
金
（
消
防
団

救
助
能
力
向
上
資
機
材
緊
急
整
備

事
業
）
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
の
補
助
対
象
資
機

材
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
油
圧
切
断
機
、

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
及
び
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
で
あ
り
、
こ
う
し
た
資

機
材
の
配
備
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

「
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
地

域
防
災
室
」

〇
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
消
防
団
及

び
団
体
、
個
人

西
宮
市
消
防
団

芦
屋
市
消
防
団

伊
丹
市
消
防
団

相
生
市
消
防
団

赤
穂
市
消
防
団

宝
塚
市
消
防
団

川
西
市
消
防
団

三
田
市
消
防
団

丹
波
篠
山
市
消
防
団

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新日本消防会館は、これまでと異なる様相の災害が多発し、少子高齢化、地域社会の
変容など社会環境も変化する中で、地域の皆さんとともに地域の安全を確保する一層強
固な消防体制づくりに貢献することができる日本消防の総合的な中核拠点となるよう建
設されます。
具体的には次のような事項の実現をめざします。
○幅広い消防防災関係者の集結拠点とする。
○幅広い消防防災関係者の情報交流、これを活かした連携協力、日本消防総合力の
向上をめざす。
○消防関係者はもとより、一般国民の皆さん、青少年など幅広い方々に対する消防
防災の情報発信拠点とし、消防防災に対する皆さんの関心の向上等を進める。
○消防防災関係者の研修拠点のひとつとする。
○消防殉職者の慰霊碑の安置などにより、消防関係者の精神的な中枢とする。

「公益財団法人　日本消防協会通知より抜粋」

養
父
市
消
防
団

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

た
つ
の
市
消
防
団

太
子
町
消
防
団

兵
庫
県
消
防
協
会
佐
用
郡
支
部

兵
庫
県
消
防
協
会
で
は
引
き
続

き
ご
協
力
の
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
向
上
の
た
め
の
補
助
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

新会館建物概要
・延床面積 約16,000㎡（地上13階、地下２階）
・構造 ＳＲＣ造（一部ＲＣ造）
・階層構成 １階 …日本消防防災情報センター、エントランス等
 ２階 …多様な会議室、ホワイエ
 ３階～５階 …ニッショーホール（１階席、２階席で1,000席）
 ６階～12階 …オフィス（13階は機械室等）
 屋上 …全国消防殉職者慰霊碑

整備スケジュール（現在の想定）
2019年11月…都市計画決定
2020年12月…既存躯体解体～建設工事
2024年１月…竣工

（5） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 681 号 令和元年7月15日



自
治
体
消
防
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
昭
和
三
二
年
に
は
最
大
で
五

分
団
二
六
ケ
班
三
九
九
名
ま
で
拡

大
し
ま
し
た
が
、
常
備
消
防
の
拡

充
と
と
も
に
再
編
し
、
現
在
は
岸

谷
消
防
団
長
以
下
一
団
本
部
六
分

団
一
〇
〇
名
（
条
例
定
数
一
〇
三

名
）
で
地
域
に
密
着
し
た
防
火
防

災
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
情
報
収
集
・
非
常
招
集
訓
練
】

近
年
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
て
本
市

消
防
団
で
は
、
本
格
的
な
出
水
期

を
迎
え
る
前
に
全
団
員
を
対
象
と

し
た
非
常
招
集
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
災
害
情
報
メ
ー
ル
を
受

信
し
た
団
員
は
、
分
団
長
か
ら
順

育
所
に
お
い
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
し
、

津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
と
い

う
想
定
で
、
地

震
の
揺
れ
に
対

す
る
安
全
確
保

等
の
初
動
対
応

か
ら
始
ま
り
、

保
育
士
の
指
導

の
下
、
徒
歩
で

高
台
に
あ
る
避

難
場
所
の
湊
川

公
園
に
向
け
て
、

津
波
か
ら
の
避

難
を
開
始
し
ま

す
。避

難
に
三
〇

分
以
上
か
か
る

保
育
所
も
あ
り
ま
す
が
、
園
児
た

ち
は
、
「
お
・
は
・
し
・
も
（
押

さ
な
い
・
走
ら
な
い
・
し
ゃ
べ
ら

な
い
・
戻
ら
な
い
）
」
を
守
り
な

が
ら
元
気
に
安
全
に
避
難
し
ま
し

た
。

第
二
部
「
防
火
教
室
」

避
難
先
で
あ
る
湊
川
公
園
内
の

区
役
所
公
会
堂
で
、
大
崎
消
防
団

長
か
ら
「
火
事
が
起
き
た
時
に
、

ど
う
や
っ
て

逃
げ
た
ら
い

い
か
を
体
験

す
る
こ
と
で
、

自
分
の
命
を

守
る
と
い
う

行
動
に
活
か

し
て
ほ
し

い
。
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ

り
、
神
戸
市

消
防
音
楽
隊

の
演
奏
に
合

兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る

伊
丹
市
は
、
面
積
が
二
五
・
〇
九

平
方
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
コ
ン
パ

ク
ト
な
が
ら
人
口
は
一
九
万
八
千

余
人
を
数
え
、
阪
神
間
の
中
核
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
た
ん
な
地
形
と
温
暖
な

風
土
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
交
通

の
要
衝
と
し
て
発
展
し
、
江
戸
時

代
の
伊
丹
郷
町
で
は
酒
造
業
が
栄

え
、
全
国
か
ら
酒
を
た
し
な
む
文

人
墨
客
が
訪
れ
、
俳
諧
文
化
の
中

心
と
し
て
栄
え
た
ま
ち
で
も
あ
り

ま
す
。

本
市
消
防
団
は
、
明
治
四
二
年

「
伊
丹
消
防
組
」
と
し
て
発
足
し
、

昭
和
二
三
年
消
防
組
織
法
施
行
に

伴
い
「
伊
丹
市
消
防
団
」
と
し
て

に
参
集
の
可
否

と
安
否
状
況
を

連
絡
網
で
ま
わ

し
て
か
ら
分
団

車
庫
に
参
集
し
、

最
後
は
団
本
部

か
ら
消
防
局
に

収
集
し
た
被
害

状
況
等
を
情
報

提
供
し
て
訓
練

終
了
と
な
り
ま

す
。
分
団
か
ら

は
「
気
を
引
き

締
め
る
の
に
も

ち
ょ
う
ど
良

い
」
と
の
意
見

が
あ
り
、
今
後

も
様
々
な
想
定
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

【
い
た
み
花
火
大
会
】

毎
年
七
万
人
を
超
え
る
来
場
者

で
賑
わ
う
花
火
大
会
の
ラ
ス
ト
を

飾
る
「
黄
金
し
だ
れ
柳
の
重
ね
咲

き
」
は
、
今
で
は
い
た
み
花
火
大

会
の
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八

月
の
終
わ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
夏
の
最
後
に
花
火
を
見
て

締
め
く
く
ろ
う
と
た
く
さ
ん
の
来

場
者
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す

が
、
事
故
な
く
無
事
に
終
え
ら
れ

る
よ
う
消
防
団
も
警
戒
警
備
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
ポ
イ

ン
ト
の
河
川
敷
を
挟
ん
で
両
側
は

住
宅
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、

花
火
を
見
た
い
気
持
ち
を
抑
え
て

神
戸
市
兵
庫
消
防
団
は
、
毎
年

五
月
に
兵
庫
区
内
の
保
育
園
児

（
五
歳
児
：
年
長
組
）
を
対
象
に
、

自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
「
防
災

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
開
催
八
回
目
を
迎
え
、
延
べ

四
〇
〇
名
以
上
の
園
児
と
保
育
士

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
「
防
災
フ
ェ
ア
」
は
、
当

時
の
第
四
分
団
髙
橋
副
分
団
長
が
、

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
に
参

加
し
た
際
に
、
在
日
米
海
軍
司
令

部
地
域
統
合
消
防
隊
予
防
課
長
、

長
谷
川
祐
子
氏
が
、
子
ど
も
達
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
に
考
案
し
た

「
ア
メ
リ
カ
式
の
防
火
教
室
」
の

講
演
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
講
演

の
内
容
を
参
考
に
「
防
火
教
室
」

と
し
て
開
催
し
、
そ
の
後
、
区
役

所
等
多
く
の
支
援
を
受
け
現
在
の

「
防
災
フ
ェ
ア
」
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
「
津
波
避
難
訓
練
」

こ
の
訓
練
は
、
平
日
昼
間
の
保

『
兵
庫
区
保
育
所
防
災
フ
ェ
ア
』

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

わ
せ
て
後
の
訓
練
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
団
員
（
約
三
〇

名
）
が
、
着
衣
着
火
に
対
す
る
消

火
方
法
や
シ
ー
ツ
を
用
い
た
煙
避

難
方
法
の
体
験
、
震
災
紙
芝
居
、

消
防
車
見
学
の
三
班
に
分
か
れ
て

園
児
全
員
に
安
全
に
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
着
衣
着
火
に
対
す
る
消

火
方
法
の
「
ス
ト
ッ
プ
・
ド
ロ
ッ

プ
＆
ロ
ー
ル
（
止
ま
る
・
倒
れ

る
・
転
が
る
）
」
は
、
子
供
に
限

ら
ず
、
大
人
に
も
消
火
効
果
が
あ

り
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
防
災

意
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

【
参
考
】

「
ア
メ
リ
カ
式
の
防
火
教
室
」

当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
も
、

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
が

家
で
火
遊
び
を
し
て
い
て
火
災
を

起
こ
し
、
自
分
で
消
火
し
よ
う
と

し
て
着
衣
に
着
火
し
、
慌
て
て
走

り
回
っ
て
火
だ
る
ま
に
な
っ
て
し

ま
う
。
消
防
士
た
ち
が
、
目
の
当

た
り
に
し
た
子
ど
も
達
の
悲
劇
を

見
か
ね
て
、
子
ど
も
達
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
考
案
し
た
防
火
教

室
で
す
。

P
i
c
k
 
U
p
!

『
郷
土
愛
を
大
切
に
』

伊
丹
市
消
防
団情報伝達・非常招集訓練の様子（本部）

ストップ・ドロップ＆ロール

シーツを用いた避難訓練

火
の
粉
の
行
方
を
追
い
な
が
ら
火

災
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

【
女
性
消
防
団
員
】

本
市
消
防
団
に
は
、
現
在
七
名

の
女
性
消
防
団
員
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
応
急
手
当
普
及

員
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
自
主

防
災
会
の
訓
練
時
な
ど
に
市
民
に

救
命
処
置
を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
も
市
内
の
商
業
施
設
で

開
催
さ
れ
る
防
火
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
火
災
予
防
の
普
及
啓

発
活
動
に
加
え
て
、
消
防
団
へ
の

加
入
促
進
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
自
分
た
ち
で
も
出
来

る
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ

Ｇ
）
」
を
考
察
中
で
将
来
的
に
市

民
に
対
し
て
災
害
時
の
避
難
所
運

営
を
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
指
導

出
来
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
重
ね

て
い
ま
す
。

伊
丹
市
消
防
団
は
県
下
で
も
っ

と
も
人
員
の
少
な
い
消
防
団
で
す
。

で
す
が
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
元
を
愛
し
、
自
分
た
ち
で
地

域
を
守
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
郷

土
愛
護
の
精
神
を
大
切
に
し
て
地

域
を
守
り
ま
す
！

いたみ花火大会

自主防災会合同訓練での救急講習
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名
を
馳
せ
、
名
神
高
速
道
路
と
阪

神
高
速
、
鉄
道
で
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道

本
線
・
福
知
山
線
・
東
西
線
、
阪

急
電
鉄
、
阪
神
電
鉄
が
通
り
、
ま

さ
に
交
通
至
便
の
エ
リ
ア
で
す
。

松
風
団
長
は
、
昭
和
四
六
年
四

月
に
入
団
さ
れ
、
郷
土
愛
護
の
精

神
を
懐
き
、
地
域
の
防
火
防
災
に

尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
分

団
長
、
副
団
長
を
歴
任
さ
れ
た
の

ち
平
成
三
一
年
四
月
一
日
に
第
六

代
尼
崎
市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち

前
の
指
導
力
で
、
ポ
ン
プ
操
法
大

会
や
機
械
器
具
点
検
、
水
防
工
法

訓
練
な
ど
で
は
地
区
の
分
団
を
幾

度
と
な
く
優
勝
に
導
く
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
の
訓
練
や
研
修
に
て
人
材

の
育
成
や
技
術
の
向
上
に
も
注
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
フ
に
は
皆
と
お
酒
を
飲
む
の

が
大
好
き
で
、
自
宅
に
は
囲
炉
裏

が
あ
り
、
消
防
団
関
係
者
を
招
き

宴
会
を
催
さ
れ
懇
親
を
図
る
と
と

も
に
、
消
防
に
か
か
わ
る
様
々
な

人
々
の
結
束
を
強
固
な
も
の
に
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

常
に
消
防
の
こ
と
を
考
え
て
お

ら
れ
、
消
防
団
の
活
動
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
地
域
の
行
事
や
祭
り
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
画
し
地
域
と

も
結
び
つ
き
も
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
、
地
域
防
災
に
お
け
る
人
と
人

の
連
携
に
も
一
役
か
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

三
田
市
消
防
団
長
の
任
に
着
き
ま

し
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
三
田
っ
子
の

芝
団
長
は
、
持
ち
前
の
笑
顔
と
統

率
力
で
団
員
七
〇
四
名
と
い
う
大

所
帯
を
率
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
昼

夜
を
問
わ
ず
災
害
時
に
は
、
消
防

本
部
と
連
絡
を
密
に
と
り
、
災
害

対
応
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、
団
員
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
年
１

回
の
「
三
田
市
消
防
団
フ
ァ
イ

ヤ
ー
マ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
は

大
変
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

腕
前
も
確
か
で
、
本
年
五
月
に
は

イ
ー
グ
ル
を
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
は
三
田
市
民
の
た
め
、
ま

た
団
員
の
た
め
、
今
ま
で
の
三
田

市
消
防
団
の
よ
き
伝
統
は
踏
襲
し
、

時
代
に
沿
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

を
常
に
思
い
描
い
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
層
の
防
災
力
強
化
に
繋

が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

「
新
た
な
消
防
団
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
」

三
田
市
消
防
団
は
七
分
団
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
三
田
市
は

農
村
と
都
市
の
二
つ
の
顔
を
併
せ

持
つ
田
園
都
市
で
、
三
田
牛
や
母

子
茶
、
う
ど
等
の
畜
農
産
物
が
有

名
で
す
。

三
田
市
消
防
団
の
芝
秀
世
団
長

は
、
昭
和
五
五
年
に
三
田
市
消
防

団
に
入
団
さ
れ
、
以
後
三
九
年
間
、

分
団
長
や
副
団
長
を
歴
任
し
、
消

防
団
活
動
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

こ
ら
れ
昨
年
一
一
月
よ
り
八
代
目

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

三
田
市
消
防
団　
　
　

芝　
　

秀
世

「
強
固
な
団
結
力
の源

は
」

阪
神
広
域
圏
に
属
す
る
尼
崎
市

は
、
大
阪
平
野
の
西
部
に
あ
っ
て
、

兵
庫
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
総

面
積
五
〇
・
七
二
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
二
一
万
七
千
世
帯
、
人
口

約
四
五
万
一
千
人
を
擁
す
る
中
核

市
で
す
。

市
域
の
東
は
神
崎
川
、
左
門
殿

川
を
隔
て
て
大
阪
市
と
、
猪
名
川

を
挟
ん
で
豊
中
市
と
接
し
、
北
は

伊
丹
市
と
、
西
は
武
庫
川
を
境
に

西
宮
市
と
接
し
、
南
は
大
阪
湾
に

面
し
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

女性消防団員による消火栓操法

養
父
市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員

一
二
四
六
名
の
う
ち
一
八
名
の
女
性

消
防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

養
父
市
消
防
団
は
旧
町
ご
と
に
八

鹿
・
養
父
・
大
屋
・
関
宮
の
四
方
面

隊
が
組
織
さ
れ
、
女
性
消
防
団
員
は

主
に
各
方
面
隊
本
部
に
所
属
し
、
消

防
大
会
や
操
法
大
会
等
の
運
営
補
助

や
、
防
火
パ
レ
ー
ド
や
夏
祭
り
等
で

の
呼
び
か
け
な
ど
の
防
火
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

関
宮
方
面
隊
本
部
の
女
性
消
防
団

員
は
、
春
と
秋
に
八
〇
才
以
上
の
高

齢
者
世
帯
へ
防
火
訪
問
を
し
て
い
ま

す
。
花
の
ポ
ッ
ト
苗
を
高
齢
者
へ
手

渡
す
と
と
も
に
、
雑
談
を
交
え
な
が

ら
火
の
元
確
認
や
火
災
警
報
器
の
設

置
、
い
ざ
と
い
う
時
の
緊
急
通
報
の

仕
方
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
、
養
父
方
面
隊
本
部
の
女
性

消
防
団
員
は
、
消
防
団
と
消
防
本
部
、

地
域
住
民
と
の
合
同
火
災
防
御
訓
練

の
際
に
、
消
火
栓
操
法
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
機
敏
で
整
然
と
し
た
操
法

を
披
露
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
女
性

で
も
消
火
栓
を
使
用
し
た
初
期
消
火

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
周

知
し
、
関
係
者
か
ら
高
く
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
養
父
市
消
防
団
女
性

団
員
は
、
市
民
一
人
一
人
の
防
火
意

識
を
高
め
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

『
地
域
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
に
』

養
父
市
消
防
団

がんばってます、女性消防団員

尼
崎
市
消
防
団　
　
　

松
風　

俊
明

三田市

尼崎市
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地
域

お
知
ら
せ

の

一

三 二四

七 六 五八九

一
一

一
〇

贈
呈
し
ま
す
。
（
総
額
三
一
万

円
）

一
五
歳
ま
で
の
医
療
費

が
無
料
！

中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
は

無
料
で
す
。
（
所
得
制
限
あ
り
）

〝
子
育
て
応
援
チ
ケ
ッ

ト
〞
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

お
子
様
が
誕
生
さ
れ
た
世
帯
を

対
象
に
三
歳
に
な
る
ま
で
利
用
で

き
る
「
子
育
て
応
援
券
（
二
万

円
）
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
は
延
長
保
育
や
予
防
接
種

な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。
（
転
入

の
場
合
は
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

保
育
料
が
無
料
で
す
！

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
は
無
料

で
す
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
や
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
場
合
に

は
月
額
八
千
円
を
限
度
に
支
援
し

ま
す
。

四
歳
・
五
歳
児
の
〝
あ

ず
か
り
保
育
〞
や
っ
て

ま
す
！

市
立
幼
稚
園
で
は
希
望
す
る
四

歳
児
及
び
五
歳
児
を
対
象
に
延
長

し
て
教
育
活
動
を
月
額
五
千
円
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
（
通
常
保
育

終
了
後
一
六
時
三
〇
分
ま
で
）

幼
・
小
・
中
学
校
の

給
食
費
は
完
全
無
料
！

相
生
市
は
兵
庫
県
の
南
西
部
に

位
置
し
、
南
は
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
が

行
わ
れ
る
相
生
湾
と
風
光
明
媚
な

瀬
戸
内
海
、
北
に
は
の
ど
か
な
田

園
と
緑
豊
か
な
山
々
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
車
や
電
車
で
の
交
通
ア

ク
セ
ス
も
良
く
、
近
隣
都
市
か
ら

も
近
い
た
め
、
通
勤
や
通
学
に
も

便
利
で
す
。
ま
た
、
「
子
育
て
応

援
都
市
」
宣
言
を
し
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
と
す
る
「
一
一
の
鍵
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

家
賃
を
毎
月
一
万
円

補
助
し
ま
す
！

市
内
の
賃
貸
住
宅
を
契
約
し
入

居
さ
れ
た
新
婚
世
帯
に
、
三
年
を

限
度
に
毎
月
一
万
円
（
総
額
三
六

万
円
）
の
家
賃
補
助
を
し
ま
す
。

（
婚
姻
三
年
以
内
で
夫
婦
ど
ち
ら

か
が
四
〇
歳
未
満
の
家
庭
に
限
り

ま
す
）

■
柳
田
國
男
生
家

日
本
民
族
学
を
開
拓
し
、
確
立

し
た
柳
田
國
男
の
生
家
で
す
。
人

生
を
回
顧
し
た
著
書
『
故
郷
七
十

年
』
に
自
ら
「
日
本
一
小
さ
い

家
」
と
表
現
し
た
こ
の
家
で
の
暮

ら
し
が
、
民
俗
学
研
究
の
源
に

な
っ
た
と
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
を
新
築
さ
れ
た

世
帯
に
奨
励
金
！

市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購

入
さ
れ
た
世
帯
に
二
五
万
円
を
交

付
し
ま
す
。
（
申
請
者
が
四
〇
歳

未
満
で
夫
婦
ま
た
は
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
に
限
り
ま
す
）

妊
婦
さ
ん
の

不
安
解
消
！

妊
婦
さ
ん
が
受
診
す
る
妊
婦
健

康
診
査
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
（
全
一
四
回
分
、
計
一
〇

万
二
千
円
を
限
度
）

お
子
様
の
ご
誕
生
に

お
祝
い
金
！

相
生
市
に
お
住
ま
い
の
方
が
出

産
し
た
場
合
、
お
祝
い
金
と
し
て

一
万
円
を
贈
呈
。
そ
の
子
が
三
人

目
以
降
で
あ
っ
た
場
合
、
相
生
市

に
住
み
続
け
る
こ
と
で
、
次
年
度

以
降
、
三
年
間
毎
年
一
〇
万
円
を

七種の滝

逆さ天狗

柳田國男生家

河童の河太郎、河次郎と子河童たち

子
育
て
応
援
都
市
あ
い
お
い

豊
か
な
自
然
の
風
物
に
囲
ま
れ
、妖
怪
に
出
会
え
る
町

神
崎
郡
福
崎
町

相
生
市

編
集
後
記

■
七
種
の
滝

七
種
の
滝
は
、
雄
滝
・
雌
滝
、

以
下
四
八
滝
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
県
下
八
景
・
県
観
光
百
選
・

近
畿
観
光
百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
雄
滝
は
、
落
差
七

二
メ
ー
ト
ル
幅
三
メ
ー
ト
ル
を
誇

り
、
梅
雨
な
ど
特
に
水
量
の
多
い

時
期
に
は
迫
力
の
あ
る
滝
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
鼓

橋
近
く
に
あ
る
虹
ヶ
滝
で
は
、
運

が
良
け
れ
ば
虹
が
出
た
滝
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜
七
種
山
（
な
ぐ
さ
や
ま
）
に

つ
い
て
〜

七
種
山
は
、
播
磨
国
風
土
記
に

「
奈
具
佐
山
」
の
名
で
檜
が
生
え

る
山
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
檜
や
杉
の
人
工
林
が
整
備

さ
れ
、
森
林
浴
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

主
に
流
紋
岩
類
か
ら
な
る
七
種

山
の
山
内
で
は
、
つ
な
ぎ
岩
、
笠

岩
等
の
奇
岩
や
、
雄
滝
を
は
じ
め

と
し
た
七
種
四
八
滝
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
、
関
西
百
名
山

や
ふ
る
さ
と
兵
庫
五
〇
山
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稜
線
で

繋
が
っ
て
い
る
七
種
槍
、
薬
師
峯

と
総
称
し
て
七
種
三
山
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

〜
辻
川
山
公
園
の
妖
怪
に
つ
い

て
〜

■
河
童
の
河
太
郎
、
河
次
郎
と

　
子
河
童
た
ち

河
太
郎
（
ガ
タ
ロ

ウ
）
と
河
次
郎
（
ガ

ジ
ロ
ウ
）
は
、
福
崎

町
出
身
の
柳
田
國
男

の
著
書
『
故
郷
七
〇

年
』
に
登
場
す
る

駒
ヶ
岩
の
河
童
の
ガ

タ
ロ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
河
童
の
兄
弟
で

す
。
池
の
ほ
と
り
に

い
る
の
が
兄
の
河
太

郎
で
す
。
弟
の
河
次

郎
は
時
間
が
く
る
と

子
河
童
た
ち
と
池
の

中
か
ら
飛
び
出
て
き

ま
す
。

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
春
の
叙
勲

を
は
じ
め
、
各
種
表
彰
式

の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
受
章
さ
れ
た
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
今
月
も
紙
面
作

成
に
あ
た
り
各
地
区
か
ら

多
数
の
寄
稿
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
何
か
と
気

が
か
り
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
災
害
へ
の
備

え
・
体
調
管
理
に
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

■
逆
さ
天
狗

地
上
三
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
つ

く
ら
れ
た
不
気
味
な
小
屋
か
ら
、

時
間
が
く
る
と
扉
の
軋
る
音
と
と

も
に
お
し
ゃ
べ
り
な
天
狗
が
飛
び

出
し
て
き
ま
す
。
手
に
は
大
好
物

の
も
ち
む
ぎ
ど
ら
焼
き
を
持
っ
て

い
ま
す
。

豊
富
な
献
立
メ
ニ
ュ
ー
と
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
完
全

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
代
版
の
寺
子
屋

小
学
五
・
六
年
生
の
希
望
者
を

対
象
に
、
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
・
自
習
力
と
基
礎
学
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
週
一
回
の
国
語
と

算
数
の
学
習
塾
、
月
二
回
程
度
の

英
語
、
月
三
回
の
珠
算
の
教
室
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
珠

算
の
み
小
学
四
年
生
も
対
象
）

充
実
し
た
英
語
教
育
！

幼
児
期
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
、

段
階
に
応
じ
た
英
語
教
育
の
た
め
、

総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
す
。

気
候
も
穏
や
か
で
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
「
あ
い
お
い
」
に
是
非
お

越
し
下
さ
い
。

幼稚園無料給食

相生ペーロン祭（ペーロン競漕）

万葉岬から望む瀬戸内海

七種山
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